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ツールパス作成、マシンにプログラムを転送するためポスト処理を行います。

アクション→ポスト処理を選択します。

2021/8/24現在、ポスト処理の仕様が変わりました。

旧

新

ポスト処理
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①FANUCを選択し、②ポストを押します。NCコードの出力先フォルダを選択すると、
作成したツールパスがNCコードとなり、切削機での加工可能なデータとなります。
※ 加工機ごとにコードが異なる為、該当するポストを選択する必要があります。

①

②

旧ポスト仕様の場合 （※一部ポストの仕様により設定方法が異なる場合があります。）

③プログラム名と番号
FANUC等ではO番号として出力される数字を設定できます。数字以外の文字を入力するとエラーとなります。
ポストの仕様により出力しない場合がありますのでご確認ください。

③

ポスト処理
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旧ポスト処理に戻す方法

旧ポスト仕様に戻す場合は基本設定のプレビュー機能から
変更可能です。

プレビュー機能にはリリース間近の機能を試せるよう有効に
する他、すべてではありませんが新仕様から旧仕様に戻す
こともできます。

プレビュー機能→製造→
従来のポスト処理ダイアログを使用してNCコードをポスト処理 にチェック

ユーザーのアイコンをクリック
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新ポスト仕様の場合 （※一部ポストの仕様により設定方法が異なる場合があります。）

①

②

①機械に対応したポストを選択します。
②ファイル名や出力先のフォルダを設定します。 出力先フォルダを確認してください。

プログラム番号とファイル名について
名前/番号はO番号にあたります。したがって数字以外を入れるとエラーになります。
ファイル名はPCに保存する時のファイル名となります。

数字のみ

かな等の文字入力可能
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ポスト処理後はブラウザにNCプログラム
が追加されます。

これにより出力したプログラムの内容を
確認することができます。

ダブルクリックし、操作タブをクリックすると出力されたデータが表示されます。
ポストを押すと再度ポストを出力します。

警告について
プログラムを作成すると警告が表示されることがあります。

クリックすると警告内容が表示されます。警告内容によっては無視してよい場合が
あります。

例）下図ではワーク座標系が設定されていないとのメッセージが表示されますが、
ポストでワーク座標系が出力されている場合（G54等）は問題なく加工ができます。
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新 ポスト処理を行う場合の注意

複数の加工機で運用する場合はポストを変更する必要があります。その際ポストを更
新するとカスタマイズしたポストが消えてしまう可能性があります。

対応したポストを選択します。
(最近使用したポストが選択できます）

ポストの参照先を選択します。
クラウド・・・クラウドのポスト
ローカル・・・旧カスタムフォルダ
Fusion360ライブラリ・・・最初から組み

込まれている標準ポスト

←アイコンを押すと
下記ウインドウが表示されます。
上書きしないでください。

※クリックして上書き（更新）しないでください。
デフォルトに戻り、カスタマイズした部分が消去されます。
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